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自動撮影カメラで確認された
北海道立林業試験場光珠内実験林における捕乳類相

明石信康*・南野一博**

The mammal fauna of the Koshunai Experimental Forest of the Hokkaido 
Forestry Research Institute， detected by camera traps 

Nobuhiro AKASHIヘKazuhiroMINAMINO公公

要旨

北海道立林業試験場光珠内実験林において，自動慌影カメラを用いて晴乳類相を調査した。 2006年及び2007年の 5月

から11月の聞に， 2台のカメラを 4簡所の調査地に交互に設置し総撮影日数は536日であった。今回の調査方法では，

エゾ1)ス，エゾシマリス，キタキツネ，タヌキ，エゾヒグマ，クロテン，コニゾシカの在来種7種及び外来種としてアラ

イグマ 1種の生息が確認された。ネズミ科及び翼手目も撮影されたが，写真による種の同定が困難であった。食痕や糞

から，実験林内におけるエゾユキウサギの生息、は確認されたが，撮影はされなかった。文献を基に北海道に生息すると

される鴫乳類のリストを作成し 2006~2007年に実験林において確認された種を示した。

キーワード:北海道，光珠内実験林車乳類相，自動撮影カメラ，外来種

はじめに

近年，森林管理において生物多様性の保全が重視されるよ

うになってきている O 生物多様'生の保全を考えるには，保全

の対象となる生物棺の把握が欠かせない。例えば，知床半島

や向寒国立公閣では，墜落缶やシャーマントラップによる録

集のほか，糞や足跡の調査， 目撃情報の収集等の多様な方法

により，陸生陪乳動物相が取りまとめられている(近

1988;近藤ほか， 1994)。しかしこのような調査は自然公閣

に指定されている区域などに限られ，多くの森林では，防乳

類棺に関する情報はほとんどないのが現状である O

また，北海道においてはアライグマをはじめとする外来種

が分布を拡大しており，在来補乳類との競合など，生態系へ

の影響が懸念されている(池田， 1999; 2002)。このような外

来種を含む崎乳類の分布状況の変化を把援するうえでも，目前

乳類相に関する情報を蓄積しておく必要がある。しかし多

くの附乳類は目撃することがほとんどなく，ネズミ科やトガ

リネズミ科を除いて捕獲による調査も容易ではない種が多い。

分布状況を把援し整理するよで，対象種の分類上の位置

づけを明確にすることも不可欠で、ある。近年，日市乳類につい

て，世界的なリスト (Wi1sonand Reeder， 2005) と日本国内に

生息する附乳類の図鑑(阿部ほか， 2005)が相次いで刊行さ

れた。北海道に生息する附乳類には，本弁|やユーラシア大陸

に生息する種の亜種とされるものが多いが， Wi1son and 

Reeder (2005) は，亜種として記載されたものを基本種から

区別すべきかどうかについて検討している。また，学名の扱

いについても最近の検討結果が反映されている。例えば，ヤ

チネズミ腐は従来Clethl・/0月omysとされていたが，Myodesとし

て先に記載されていたことから，成名としてλ今odesが使われ

ている (Wi1sonand Reeder， 2005;金子， 2007)。たとえは¥北

海道のエゾヤチネズミを指す学名としてはClethrionomys

mfocanus bedfordiae (Thomas， 1905)から Myodesrufocanω 

bedfordiae (Thomasヲ 1905) に変更されることとなった。こ

のような怒緯により，学名や和名の使用において混乱が生じ，

整理が必要となっている。

近年，赤外線センサーを用いた自動撮影カメラが安価に利

用できるようになってきており，捕手L類相をt邑握する幸正たな

手法となっている(平JII，2003; Yasuda， 2004;塚防ほかう 2006)。

本研究では，赤外線センサーによる自動撮影カメラを用いて，

北海道立林業試験場光珠内実験林における附乳類相を調査し

た結果をもとに，自動撮影カメラによる晴乳類格調査方法に

ついて考察するとともに，河音部1五日ほか(包20∞05ω)及び

Re巴巴吋d巴釘r(ω20∞05ω) に1恭妻づづ、いて北海道に生息するとされる日楠南乳類
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思-1 実験林の林相と自動撮影カメラ設置箇所

図中の数字は 3次メッシュコード，槌栽樹稜が示されていない部分は天然林を示す。

を抽出したリストを作成し 2006-2007年に実験林で確認さ

れた楠乳類を報告する。

調査地と調査方法

1.調査地

北海道立林業試験場光珠内実験林(以下，実験林という)

は，北海道美唄市光珠内部J(北緯43016'，予定経141"53')にあ

り，面積は81.24ha，標高は約150-330mである。美H良市にお

ける年平均気温は7.1"c ，年間降水量は1155.6mmで、あるは979

-2000年のアメダスデータによる)。

1960年に実験林が設置され， ミズナラ，イタヤカエデ等が

俊占する広葉樹二次林に，林木育種や育林技術の開発等を g

的として，カラマツ属，モミ属， トウヒ属などの針葉樹や，

シラカンパ属，ハンノキ腐などの広葉樹が植栽されてきた。

現在の林相を図 1に示す。

実験林内に， A-Dの4箇所の調査地を設定し，カメラを設

置した(関一1)0 これらは}II買に，中}II.ほか (2009)で記載

されているトドマツ人工林，カラマツ人工林，ウダイカンパ

二次林，ウダイカンパ人工林と向じ林分である。

調査地Aは1965年植栽のトドマツ精英樹次代検定林で，林

床はムカゴイラクサ，アキタブキ オシダなどの革本が優占

している。この林内の獣道横にカメラを設置した。

調査地Bは1964年植栽のニホンカラマツ見本林である。林

床はクマイザサ，ハイイヌガヤなどが繁茂しているほか，ノ

リウツギなどの低木も多い。この林内にカメラを設置し前

面約 2m四方の範囲を刈り払った。

調査地Cはウダイカンパ保育試験林で，間伐などの管理が

行われてきた天然林である。林床はクマイザサ，ハイイヌガ

ヤが繁茂している。調査地Bと同様に，林内にカメラを設置

し前面約 2m四方の範囲を刈りまムった。

調査地Dはウダイカンパ産地試験林で， 1961年植栽のウダ

イカンパ人工林である。林床はクマイザサが繁茂しているが，

この試験林の中央部に管理のため幅約 2mにわたって刈り払

われた通路があり，さらにそこから直交する方向に幅約 2m，

奥行き約 5mの刈り払われた部分がある。この部分の終点付
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近に，通路の方向に向かつてカメラを設置した。

2.調査方法

調査に用いた自動撮影カメラは， Fieldnot巴1a(麻f芝府溺事，

山口)2台である。カメラのレンズ、は28mmF8.0，固定焦点式

で，最短撮影距離は0.9mで、ある O すべての撮影でフラッシュ

が発光する仕様であるが，まれに発光しないことがあった。

赤外線感知型センサーを内蔵しており，対象物までの距離約

4.5mでi匂30mmの動きを検出する。動物を感知して撮影した

後， 10秒休止してセンサー待機状態となる。関像には撮影日

時分が記録される。

2006年及び2007年の 5月から11月の問に，カメラを調査地

A及びC，B及びDに交互に設置した。カメラにはIS0800の36

枚撮カラーネガフィルムを装壊した。おおむね 2週間間隔で

フィルムを回収し電池を交換して，カメラを移動した。積

雪期には，自動撮影カメラへの雪の付着などの問題が想定さ

れることや，現地へのアプローチの函難さから，調査を行わ

なかった。カメラの設置後は，設置者がカメラ前留を通過す

ることにより動作を確認するとともに，この撮影持刻をカメ

ラの撮影開始日時とした。また，フィルム悶収直前にカメラ

前面を通過することにより，最終撮影日待を記録した。悶収

までにフィルムが終了している場合は，最後の写真が撮影さ

れた時点を最終撮影日時とした。撮影開始日から最終撮影臼

までを擬影日数とした。

3.撮影記録の集計と解析

撮影されたネガフィルム及びプリントをもとに，撮影され

た動物等を同定し集計した。同一種の動物が連続して撮影

されている場合，画像に記録されている撮影時刻の間隔が2

分以内なら，同一動物の 1図の行動による撮影とした。ネズ

ミ科及び翼手自については，種の同定がI!I難な画像が多いた

め，種の同定は行わなかった。

撮影内容から，調査地ごとの出現種を整理するとともに，1'最

影頻度の高かったエゾリス，エゾシカ，ネズミ科及び翼手自に

ついては，季節及び、時滞帝別撮影頻度について解析を行った。
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A) B) 

C) D) 

写真一 1 自動撮影カメラで撮影された箇像

A)調査地A，オニグルミ果笑を運ぶエゾリス， 2006年 9月14日5・05; B)調査池B，クロテン， 2006年 6月13日19:05; 

C)識変地C，エゾシカ， 2006年6月30日7:48; D)調査地D，アライグマ， 2007年9月1083:21

4. 北海道に生患する靖乳類のリストの作成

北海道に分布する附乳類として 阿部ほか (2005)は外来

穏を含む64種(絶滅種2種を含む)を挙げている。この64種

について，和名は阿部ほか (2005)，学名はWilsonand Re巴der

(2005)に基づき，リストを作成した。北海道に分布するも

のを阿部ほか (2005)で明確に亜種としている場合，または

Wilson and Reed巴r(2005)で亜種が採用されている場合は，亜

種名を記載した。和名と学名の対応については本川ほか

は006)を参考にした。 Wilsonand Reeder(2005)には亜種ごと

の生息地域が記載されていないため，阿部ほか (2005)を参

考に判断した。日の配列及び日本語名称は日本l特乳類学会種

名・標本検討委員会呂名問題検討作業部会 (2003)によった。

結 果

1.カメラの諒働状況

調査地A及びCでは2006年7凹， 20昨年 6回の調査を実施し

た。また，調変地B及びDでは2006年6回， 2007年7回の調査

を実施した。総撮影日数は5368であった。調査地ごとの

2006年ののべ撮影日数は，調査地A， B及びCでは80~858 で

あったが，調査地Dは33日にとどまった。 2007年には，調査
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地A， B及びCでは62~82日，調査地Dが428 であった。調査

地Dの撮影日数が少ないのは，画像に動物が確認できない無

効嫌影が連続して発生し短期間にフィルムが消費されてし

まったためである。 3日以内に全てのフィルムが消費'されて

しまう状態は，調査地Bでl回，調査地Cで3回，調査地Dで

5図発生しており，調査地Dのl回を除いて 5月， 6月または

11月に設置したものであった。これら 3箇所はいずれも落葉

樹林であり，落葉している持期に地表などが日光で熱せられ

たためにカメラが誤作動したものと推察される。

各調査地のカメラが撮影した画像の例を写真 lに示す0

・2年間で， 1351枚の写真が撮影された。このうち 5枚は，電

池の消耗により動作不良となっていたカメラのフィルム回収

時に，フィルムを巻き上げる前にカメラのフタを空けてしま

ったため，撮影内容が確認できなかった。また， 10枚に見虫

が撮影されていたほか， 80枚は撮影されたものが不明で、あっ

た。この中には，何らかの動物が自動撮影カメラのケース上

に滞在したものも含まれる。 34枚は夜間の撮影にも関わらず

フラッシュが発光せず，撮影内容が確認できなかった。これ

らのほか， 865枚には動物が確認できなかった。この中には，

カメラの誤作動のほか，赤外線センサーの感知範閣がカメラ
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の頭角よりも広いために，動物が撮影されなかったものが含

まれる O 以上の無効撮影は合計994枚であり，撮影された動物

が硲認された有効撮影は357枚で全撮影枚数の26%，カメラ l

台あたりの有効撮影率は0.17枚/日であった。

有効撮影のうち， 10枚に調査などで入林したヒトが， 16枚

に6種の鳥類(クロツグミ，エゾライチョウ，キジバト，ア

カハラ，ルリピタキ，ヤマシギ)が撮影されていた。

カメラの設霞期間，稼働状況及び撮影内容を付表に示す。

2. 自動掻影カメラで確認された晴乳類

今回の調査で確認されたi浦乳類は，ネズミ科及び翼手自の

ほか，エゾリス，エゾシマリス，キタキツネ，タヌキ，エゾ

ヒグマ，クロテン，エゾシカ，アライグマの 8手重であった

(表 1)。このうちすべての調査地で確認されたのはエゾリ

スのみであった。キタキツネは獣道や管理府通路近くにカメ

ラが設置された調査地A及びDのみで撮影された。これらの

調査地ではタヌキとエゾシカの撮影頻度も高かった。アライ

グマは調査地Dのみで撮影された。エゾシマリスとクロテン

は，グマイザ、サなどを刈り払った調査地B及びCのみで撮影さ

れた。おおむね，中大型の崎乳類は通路などのある場所で，

中小型補乳類は林内で撮影されやすい傾向があるといえるが，

北海道の森林で最も大型の略乳類であるエゾヒグマは林内に

設置した調査地Bのみの撮影であった。

諦査地ごとの撮影穣数は， 2007年の諦変地Cで2稜，調査

地Dでアライグマを含む 5穫であったほかは，どの調査地，

調査年とも 3~4 稜であった。すべての調査地において，

2006年に撮影されなかった種が2007年に撮影された。エゾヒ

グマ及びクロテンは調査会体で 2図，エゾシマリス及びアラ

イグマは 3回の撮影のみであった。

3.季節別の撮影頻度

エゾリス及びネズミ科の線影頻度は，撮影日数の少ない調

査地で 5~6 月に高くなっているものの，おおむね 8 月まで

次第に上昇しエゾリスでは10月以降に低下していた(図一

表-1 各調査地における晴乳類の録影罰数

括弧内は撮影頻度(回/日)を示す

調査地 A 8 C O 
年 2006 2007 2006 2007 2006 2007 2006 2007 

エゾリス 9 (0.106) 1 (0.012) 9 (0.113) 28 (0.394) 8 (0.099) 6 (0.097) 3 (0.091) 1 (0.024) 

ヱゾシマリス 。 。 2 (0.025) 。 1 (0.012) O 。 O 
キタキツネ 。 2 (0.025) 。 。 。 。 2 (0.061) 1 (0.024) 

タヌキ 1 (0.012) 9 (0.111) 。 1 (0.014) 。 O 1 (0.030) 3 (0.071) 
エゾヒグマ O 。 。 2 (0.028) 。 。 。 。
アライグマ 。 。 。 G 。 。 。 3 (0.071) 
クロテン O 。 1 (0.013) O 。 1 (0.016) 。 。
エゾシカ 8 (0.094) 5 (0.062) 。 。 1 (0.012) 。 6 (0.182) 1 (0.024) 
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---一-eー調査地C
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図-2 エゾリス，エゾシカ，ネズミ科及び翼手目の季節別撮影頻度

横車由は撮影開始日を示す。
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2:i心エゾリス (;[B)ヱゾシカ

~ I 機側一応駄 ~ Iーん闘相 際関関号 。L 機嫌欄憾でで関関謝網開 L 

議 o 6 12 18 24 0 6 
回一

議;;[C)ネズミ科 悶 ::[D)翼手目

'H麟覇'H越感
時刻

図一 3 エゾリス，エゾシカ，ネズミ科及び翼手自の時間帯別撮影頻度

表-2 北海道の晴乳類リスト

阿部ほか (2005) において北海道に分布するとされている種を対象としたが，北海道に分布するもの

を阿部ほか (2005)で明確に張穏としている場合，またはWilsonand Reeder (2005)で車種が採用され

ている場合は，亜種名を記載した。和名は阿部ほか (2005)，学名はWilsonand Reeder (2005) によっ

た。和名と学名の対応については，本)11ほか (2006) を参考にした。呂の酒訪日及び日本語名称は日本晴

乳類学会種名・襟本検討委員会日名問題検討作業部会 (2003) によった。

。は実験林での生息が確認された種， 0は外来種，ムは絶滅種*はWilsonand Reeder (2005)で採

用されていない斑穏を示す。

兎形回

ナキウサギ科

エゾナキウサギ

ウサギ科

O ヱゾユキウサギ

0アナウサギ

譲歯目

リス科

O エゾリス

O エゾシマリス

エゾモモンガ

ネスミ

O エゾヤチネズミ

O ムクゲネズミ

ミカドネズミ

ハントウアカネズミ

O エゾアカネズミ

O ヒメネズミ

o 0ドブネズミ

Oクマネズミ

Oハッカネズミ

食肉目

イヌ科

O キタキツネ

O タヌキ

ムエゾオオカミ

Oイヌ

クマ科

O エゾヒグマ

アライグマ科

。 。アライグマ

LAGOMORPHA 

Ochotonidae 

Ochotona hyperborea yesoensis Kishida， 1930 
L巴poridae

Lepus timidus ainu Barrett-Hamilton， 1900 

Oryctolagus cuniculus (Linna巴us，1758) 

RODENTIA 

Sciurida巴

Scillrlls vlIlgaris orientis Thomas， 1906 

Tamias sibiricus lineatus (Siebold， 1824) 

Pteromys volans orii (Kuroda， 1921) 

Muridae 

Myodes rufocanus bedfordiae (Thomas， 1905)* 

Myodes rex (Imaizumi， 1971) 

Myodes rutilus mikado (Thomas， 1905)* 

Apodemus peninsulae (Thomasヲ 1907)

Apodemus speciosusαinu (Thomas， 1906)* 

Apodemus argenteω(Temminck， 1844) 

Rattus norvegicus (Berkenhout， 1769) 

Rattus rattus (Linnaeus， 1758) 

Mus musculus Linnaeus， 1758 

CARNIVORA 
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表-2 (続き)

イタチ科

。テン

O クロテン

Oイタチ

イイズナ

エゾオコジョ

0アメリカミンク

ムカワウソ

ラッコ

ネコ科

0イエネコ

アシカ科

オットセイ

ニホンアシカ

トド

セイウチ科

セイウチ

アザラシ科

アゴヒゲアザラシ

ゼニガタアザラシ

ゴマフアザラシ

ワモンアサゃラシ

クラカケアザ?ラシ

トガリネズミ形自

トガリネズミ科

トウキョウトガリネズミ

ヒメトガリネズミ

O パイカルトガリネズミ

O オオアシトガリネズミ

。ニホンジネズミ

翼手自

キクガシラコウモリ科

ニホンキクガシラコウモリ

コキクガシラコウモリ

ヒナコウモリ科

モモジロコウモリ

ウスリドーベントンコウモリ

ウスリホオヒゲコウモリ

エゾホオヒゲコウモリ

カグヤコウモリ

ノレンコウモリ

イエコウモリ

オオアブラコウモリ

ヒメホリカワコウモリ

ヤマコウモリ

ヒナコウモリ

ヒメヒナコウモリ

チチブコウモリ

ニホンウサギコウモリ

テングコウモリ

コテングコウモリ

オヒキコウモリ科

オヒキコウモリ

偶蹄目

シカ科

O エゾシカ

Mustelidae 

Martes melampus (Wagn巴丸 1841) 

Martes zibellina (Linnaeus， 1758) 

Mustela itatsi Temminck， 1844 

MlIstela niναlis Linnaeus， 1766 

Mustela erminea kaneii (Baird， 1857) 

Mustela putorius Linnaeus， 1758 

LlItra nippon Imaizumi and Yoshiyuki， 1989 

Enhydra lutris (Linnaeus， 1758) 

Felidae 

Fe/is catus Linnaeus， 1758 

Otariidae 

Callorhinus ursinlls (Linnaeus， 1758) 

Zalophus japonicus (Pet巴rs，1866) 

E仰凶opiasjubatus (Schreber， 1776) 

Odobenidae 

Odobenlls rosmarlls divergens (Illiger， 1815) 

Phocidae 

Erignathlls barbatus nalltica (Pallas， 1811) 

Phocaνitlllina st，のinegeriAll巴n，1902

Phoca largha Pallas， 1811 

PlIsa hispida ochotensis (Pallas， 1811) 

Histriophoca戸'sciata(Zimm巴rmann，1783) 

SORICOMORPHA 

Soricidae 

Sorex minlltissimlls hawkeri Thomas， 1906* 

Sorex gracillimus Thomas， 1907 

Sorex caeclltiens Laxmann， 1788 

Sorex 1I月五;uiculatllSDobson， 1890 

Crocidllra dsinezlImi (Temminck， 1842) 

CHIROPTERA 

Rhinolophidae 

Rhinolophlls ferrumequinum nψpon Temminck， 1835 

RhinolophllS cornutus Temminck， 1834 

V巴spertilionidae

地Jotismacrodactylus (Temminckラ 1840)

A⑤otis daubentonii ussuriensis Ognev， 1927 

A今otisbrandtoii gracilis Ognev， 1927 

AイヤotlSYωoensis Yoshiyuki， 1984 

Myotisj均terkaguyae Imaizumi， 1956 

Myotis bombinus Thomasラ 1906

Pipistrelllls abramus (Temminck， 1838) 

砂psugoalasha月iCllsBobrinskii， 1926 

Eptesicus nilssonii parvlIs Kishida， 1932 

時cωlusaνiatorτhomas，1911 

Vespertilio sinensis (Peters， 1880) 

ぬspertiliomllrinus Linna巴us，1758 

Barbastella leucomelas dmjelingensis Hodgson， 1855 

Plecotus auritlls sacrimontis Allen， 1908 

Murina hilgendorfz Peters， 1880 

MlIrina silvatica Yoshiyuki， 1983 

Molossidae 

Tadarida insignis Blyth， 1862 

ARTIODACTYLA 

Cervidae 

CervlIs nippon yesoensis (Heude， 1884) 
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2 )。ネズミ科は 9月以降横ばいの地点と撮影頻度が低下す

る地点があった。 9月には，エゾリスやネズミ科がオニグル

ミの果実をくわえて繰り返しカメラの前を通過するのが撮影

された(写真-1 A)。このネズミ科は，画像からエゾアカネ

ズミであると問定できた。エゾシカの撮影頻度には季節ごと

の傾向は認められなかった。翼手自の撮彩頻度は 6月上旬に

やや高く，その後低下したあと 8~9 月にピークを示す地点

が多かった。

4.時間帯別の撮影回数

調査時間帯別の撮影回数を図 3に示す。エゾリスは早朝

にピークがあり，日中はわずかに;最彩されているが， 20時か

ら3時までの夜間に撮影されることはなかった。エゾシカは

日の出をはさむ未明から10時までと， 日没の前後に撮影され

た。ネズミ科は日没前後から日の出前後まで，翼手目は夜!習

にのみ撮影された。翼手目の猿影頻度には活動開始直後の20

時頃と活動終了前 2時頃の 2つのピークがみられた。

5.北海道に生息する暗乳類のリストの作成

阿部ほか (2005)及びWilson加 dReed巴r(2005) をもとに，

北海道に生息するとされる崎乳類を抽出したリストを表 2 

に掲載した。

考察

1. 闘動撮影カメラによる靖乳類調査

今回作成した楠乳類のリスト(表-2)には，生息、が沿岸

域に限られるアシカ科，セイウチ科，アザラシ科やイタチ科

ラッコも含まれている。自動嫌影調査では，小型補乳類であ

るトガリネズミ科は娠影されず，ネズミ科及び翼手目は間像

のみによる種の同定は不可能な場合も多かった。北海道の経

域に生育する崎乳類のうち， トガリネズミ科，ネズミ科及び

翼手g以外を中大担硝乳類とすると，現在北海道に生息する

と考えられている中大型附乳類は19穫である。今回の調査に

よって，このうち 8種が撮影され，この地域の森林に生息す

ると考えられる中大型鴫乳類の大部分の生息が確認されたと

考えられる。

すべての調査地において2006年に撮影されなかった穫が

2007年に撮影されたことから示唆されるように，確認される

稜数は総撮影日数の影響を強く受け， 1台のカメラで 1年間の

調査では崎乳類相を確認するには不十分で、あった。ある地域

の晴乳類柑の調資に自動撮影カメラを利用するには，出現頻

度の低い種を確認するために総撮影日数を増やす必要がある。

今回は 2台のカメラを用い，総撮影日数は536日であったが，

この 1事例では必要な総撮影呂数を提示するには至らなかっ

た。また，中大型動物は通路などのある場所で，中小型動物は

林内で撮影されることが多かったように，撮影内容はカメラ

の設置場所の影響を大きく受けることも考慮する必要がある。
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多数のカメラを同時に設置することで，多様な環境の場所を

短期間に調査することも可能で、あろう。しかし，撮影内容は季

節によっても異なることに注意する必要がある(図 2)。ま

た，自動撮影カメラの問題点として，無効撮影が多く発生する

ことが挙げられている(平111，2003)。今回の結果から，落葉樹

林の落葉期に無効撮影が多発する傾向がみられた。

今回の調査は約 6ヶ月にわたってカメラを設置したため，

季節別，時間帯別などの撮影頻度による動物の活動状況の定

量的解析も可能であった。翼手目の撮影頻度には活動開始直

後と活動終了前の 2つのピークがみられたが，これは反響定

位のための超音波をモニタリングするパットデイテクターを

用いた調査結果 (Hayes，1997) と一致している O

2.光珠内実験林の晴乳類相

本研究で確認された補乳類のほか，実験林内で2007年に実

施したパンチュウトラップによる認査において，ネズミ科の

エゾヤチネズミ，ムクゲネズミ，ヒメネズミ，エゾアカネズ

ミ及びトガリネズミ科のパイカルトガリネズミ，オオアシト

ガリネズミが捕獲された(南野ほか， 2009)。また， 2006年

に調査地Aに設置したシャーマントラップでは，前述のネズ

ミ科及びトガリネズミ科 6種のほか， ドフゃネズミが捕獲され

た(南野ほか， 2009) 0 

このほか， 2006年及び2007年に実験林内でエゾユキウサギ

の食痕及び糞を確認している(明石・南野未発表)。これら

の確認情報も含め， 2006~20昨年に実験林において生息が確

認された16種(外来種2種を含む)を表 2に示した。
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Summary 

The mammal fauna of the Experimental Forest of the Hokkaido 

Forestry Research Institute was surveyed by camera traps. Two 

cameras were placed at four sites altemately from May to 

Nov巴mb巴r，2006 and 2007. Cameras worked for 536 days in total. 

Seven native species including Sciurus vulgaris orientis， Tamias 

sibiricus lineatus， Vulpesνゆesschrenkii，時.ctereutesprocyonoides， 

Ursus arcωs lasiotus， Martes zibellina and Cervus nippon yesoensis， 

and an alien mammal Procyon lotor were found by camera traps. 

Pictures of Muridae and Chiroptera animals were also taken， but 

species cannot be identified by photographs. Browsing scar and 

dung suggest the inhabitation of Lepus timidus ainu in the 

Experimental Forest， but no picture was taken. We made the list 

of mammals in Hokkaido， and species fou詰din the Experim巴ntal

Forest during 2006-2007 were checked. 

Key words: alien speci巴s，camera traps， mammal fauna， 

Hokkaido， Koshunai Experimental For巴st
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付表 自動撮影カメラの設置期間と撮影内容

撮影回数は，画像に記録される待刻をもとに 2分以内の間隔で連続して撮影されたものを l聞 と し 撮

影された枚数を括弧内に示した。

E踊蚕地A 2∞6空 2007年
;最影開始日 5月16臼 5月21B 7月18B 8月14臼 9月11B 10Fl10日 11月6日 5Fl23日 6Fl29臼7Fl27B 8Fl24臼 9月20日 10月19日
図収日 6Fl6日 7Fl3日 7月31B 8月28B 9月25日 10Fl23日 11Fl20日 6月5日 7月13日 8Fl14日 9月7臼 10月4日 11月2日
議彩終了日 5月23日 7Fl3日 7月31B 8月28日 9月23日 10Fl23B 11 Fl20臼 5月5日 7月13日 8Fl14B 9月7B 9Fl29日 11月2B
;最影回数 7 12 13 14 12 13 14 13 14 18 14 9 14 
;最彩枚数 37 18 23 8 37 20 16 22 14 20 14 4 11 
カメラ操作ミス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
動物なし 35 12 17 3 10 9 5 8 自 6 8 4 7 
発光せず 2 2 。 2 。 。 3 。 。 。 。 。
騒彩回数

ヒト 4 (4) 
エゾリス 8 (8) 1 (1) 1 (1) 
エゾシマリス
キ"キツネ (2) 
うヨヌキ 1 (1) 4 (8) (4) 2 (2) 
ヱゾヒグマ
アライグマ
ヴ泊予ン
エゾシカ 1 (1) 2 (2) 2 (2) 1 (1) (1) (1) 1 (1) 1 (1) 3 (4) 
ネズミ科 3 (3) (6) (6) 

塁塁手目 1 (1) 1 (1) 13 (13) 2 (2) 
鳥類

ヴロ (1) 
(1) 

1 (1) 
2 (2) 1 (1) 

調笠地日 2006年 2007年
織塁手際始臼 6Fl6臼 7Fl3臼 7月31B 8Fl28日 9月25B 10月23日 5月9B 8月8日7Fl13B 8月14日 9Fl7B lOFl4B 11Fl2日
回収日 6月21臼 7月18B 8Fl14日 9Fl11臼 10月10臼 11Fl6日 5Fl23日 6月29B 7Fl27臼 8月24日 9月20回 10月19B 11月15B
t謹彩終了毘 6月15B 7月17B 8月14臼 9月11B 10月10隠れFl6日 5Fl11日 6月12臼 7湾27B 8月24日 9月20日 10月19B llFl15日
援塁~B数 9 14 14 14 15 14 2 4 14 10 13 15 13 
機影枚数 35 36 16 34 27 20 37 37 21 30 27 25 13 
カメラ操作ミス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
動物なし 32 19 7 8 16 14 35 11 9 4 7 13 4 
発光せず 。 2 2 4 。 。 。 。 。 。 。
綴影回数

ヒト 1 (1) 
エゾワス 1 (1) 7 (8) 1 (1) 3 (4) 7 (18) 14 (14) 3 (3) 1 (1) 
エゾシマリス 1 (3) 1 (1) 
キ"キツネ
"ヌキ 1 (1) 
エゾヒグマ 1 (1) 1 (1) 
アライグマ
クロテン 1 (3) 
エゾシカ
ネズミ科 4 (4) (1) (6) 7 (7) 4 (5) 2 (2) (7) (3) (3) (4) (8) 6 (8) 
爽手目 (3) (3) (1) (1) (2) (2) (1) 
鳥類

クロツグミ
ヱゾライチョウ
キジバト
アカハラ
ルリビ"キ 1 (2) 

ー昆ヱ虫類三シギ (2) 
不明 (9) 1 (1) 2 (2) 1 (17) 3 (3) 

調査地C 2006年 2007年
;量塁手開始日 5Fl16日 6月21日 7月18日 8月14B 9月11日 10月10B 11Fl6B 5月23臼 6月29臼7Fl27B 8Fl24B 9Fl20日 10月IWi3
関収臼 6月8臼 7月3日 7月311ヨ 8月28B 9月25日 10月23B 11月20日 6Fl5B 7Fl13日 8月14B 9月7B 10月4日 11Fl2日
滋彩終了日 5月17日 7月3B 7月31臼 8月28B 9月25日 10月23B 11月20B 5月26日 7月1臼 自月14B 9月7B 10月1臼 11Fl2日
書量彩回数 12 13 14 14 13 14 3 2 18 14 11 14 
媛塁手枚数 37 28 15 13 29 9 5 37 7 37 24 37 12 
カメラf桑作ミス Q 。 。 。 。 。 。 。 。 5 。 。 。
動物なし 37 24 B 7 12 8 5 34 2 11 12 27 10 

塗滋主影立隠3数E 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 4 。

ヒト
ヱゾリス 1 (1) 2 (2) 5 (5) 2 (3) 2 (2) 1 (1) 1 (1) 
エゾシマリス 1 (1) 
キ"キツネ
うZヌキ
エゾヒグマ
アライグマ
ウ 1 (1) 

(1) 
(1) 17 (18) 2 10 (10) 

ロツグミ
エゾライチョウ
キジバト
アカハラ
ルリピ合キ
ヤマシギ 1 (2) 1 (1) 

昆虫類
不明 2 (3) 1 (1) 
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議査地D 2006年 2007年
i墨彩開始日 6月68 7Fl38 7月318 8月28司 9Fl258 10月23日 5月9日 8月B臼 7月13日 B月14日 9月7日 10月4日 π万28
西収臼 6月21日7Fl18日 8月14日 9Fl111ヨ10月10日 11月6日 5月23日 6月29臼 7月278 8月248 9月208 10月198 11Fl158 
擬彩終了臼 6月7日 7月15日 8月108 9月1白 10月1日 10月23日 5月98 6月16日 7月16日 8Fl228 9月20日 10月12日 11Fl4臼
主霊影羽数 12 10 4 6 。 。 B 3 B 13 B 2 
f最彩枚数 37 35 36 35 36 37 37 36 37 36 25 36 36 
カメラ操作ミス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
動物なし 36 30 24 31 27 37 37 30 19 20 7 25 36 
発光せず 。 。 。 。 。 。 。 。 。 4 。 。
塁塁彩回数

ヒト (5) 
エゾリス 1 (1) 2 (3) (1) 
エゾシマリス
キヲキツネ 2 (3) 1 (1) 
う訳文キ 1 (3) 3 (12) 
エゾヒグマ
アライグマ 2 (8) 1 (1) 
ヲロテン
ヱゾシカ (1) 3 (5) (2) (1) 1 (1) 
ネズミ科 (1) (1) (1) 
塁塁手医 1 (1) 2 (2) 4 (4) 4 (ヰ) 2 (2) 
鳥類

クロツグミ 1 (1) 
ヱゾライチョウ 1 (1) 1 (1) 
キジバト 1 (1) 1 (1) 
アカハラ
Jレリビヲキ
ヤマシギ

昆虫類 (1) 1 (1) 
不明 (2) 1 (1) 4 (4) 6 (18) 
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